
こ

の

場

所

を

立

ち

上

げ

た

Ｇ

ｅ

ｎ

ｅ

ｒ

ａ

ｌ

Ｍ

ａ

ｎ

ａ

ｇ

ｅ

ｒ

の

菊

地

英

敏

氏

。

下

は

「

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ｈ

Ｂ

Ｉ

Ｌ

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

」

内

の

様

子

（

リ

コ

ー

提

供

）

　

東

京

・

港

区

。

「

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ｈ

Ｂ

Ｉ

Ｌ

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

」

（

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ｈ

Ｂ

Ｕ

Ｓ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

Ｉ

Ｎ

Ｎ

Ｏ

Ｖ

Ａ

Ｔ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

Ｌ

Ｏ

Ｕ

Ｎ

Ｇ

Ｅ

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

）

の

扉

を

開

け

る

と

、

自

然

光

が

降

り

注

ぐ

広

々

と

し

た

空

間

が

現

れ

る

。

ゆ

る

や

か

な

曲

線

を

描

く

テ

ー

ブ

ル

や

ソ

フ

ァ

が

心

地

よ

く

配

置

さ

れ

、

壁

面

に

は

大

型

デ

ィ

ス

プ

レ

ー

。

〝

対

話

の

た

め

の

舞

台

〟

と

し

て

設

計

さ

れ

た

空

間

だ

。

　

年

間

に

訪

れ

る

企

業

は

約

４

０

０

社

。

製

造

、

物

流

、

小

売

―

―

業

界

は

多

岐

に

わ

た

る

。

来

訪

者

の

８

割

以

上

が

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

層

と

い

う

。

こ

の

場

所

を

立

ち

上

げ

た

の

は

「

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ｈ

Ｂ

Ｉ

Ｌ

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

」

の

Ｇ

ｅ

ｎ

ｅ

ｒ

ａ

ｌ

Ｍ

ａ

ｎ

ａ

ｇ

ｅ

ｒ

の

菊

地

英

敏

氏

だ

。

「

Ａ

Ｉ

を

活

用

し

た

価

値

共

創

拠

点

で

す

。

経

営

者

の

皆

さ

ま

と

対

話

を

通

じ

て

洞

察

と

問

い

を

深

め

、

気

づ

き

の

臨

界

点

を

生

む

場

所

で

す

」

。

例

え

ば

「

工

場

の

こ

の

プ

ロ

セ

ス

で

は

、

こ

う

し

た

デ

ジ

タ

ル

サ

ー

ビ

ス

が

大

幅

な

効

率

化

に

つ

な

が

る

の

で

は

な

い

か

」

。

経

営

者

と

の

対

話

は

、

こ

う

し

た

「

価

値

仮

説

」

の

提

案

か

ら

始

ま

り

、

約

２

時

間

に

わ

た

っ

て

深

ま

っ

て

い

く

。

■

経

営

者

の

〝

あ

り

た

い

姿

〟

を

掘

り

起

こ

す

　

こ

れ

ま

で

「

価

値

仮

説

」

の

作

成

は

、

担

当

者

が

膨

大

な

情

報

を

調

べ

、

資

料

を

読

み

込

み

、

組

み

立

て

る

作

業

だ

っ

た

。

現

在

は

Ａ

Ｉ

ツ

ー

ル

と

リ

コ

ー

の

技

術

を

活

用

し

、

仮

説

提

案

の

準

備

を

大

幅

に

効

率

化

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

菊

地

氏

は

「

準

備

時

間

が

大

幅

に

短

縮

さ

れ

、

担

当

者

は

仮

説

の

質

を

磨

く

こ

と

に

集

中

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

生

産

性

向

上

が

そ

の

ま

ま

〝

思

考

の

質

〟

の

向

上

に

つ

な

が

っ

て

い

ま

す

」

と

語

る

。

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ｈ

Ｂ

Ｉ

Ｌ

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

で

は

「

ビ

ジ

ネ

ス

デ

ザ

イ

ナ

ー

」

と

呼

ば

れ

る

専

門

家

集

団

が

未

来

起

点

で

バ

ッ

ク

キ

ャ

ス

ト

し

、

経

営

者

が

描

く

〝

あ

り

た

い

姿

〟

を

可

視

化

。

理

想

と

ギ

ャ

ッ

プ

を

共

に

発

見

し

、

問

い

へ

と

変

換

す

る

。

対

話

の

中

で

は

、

リ

コ

ー

自

身

の

改

革

事

例

も

提

供

す

る

。

象

徴

的

な

の

が

、

１

１

５

部

署

、

９

０

０

人

以

上

が

参

加

し

た

「

企

業

内

Ｄ

Ｘ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

。

従

来

業

務

を

徹

底

的

に

棚

卸

し

し

、

集

約

・

自

動

化

・

移

管

を

検

討

。

�

カ

月

と

い

う

短

期

間

で

�

％

の

業

務

効

率

化

を

達

成

し

た

。

机

上

の

理

論

で

は

な

く

〝

自

分

た

ち

が

や

っ

て

き

た

こ

と

〟

を

語

れ

る

こ

と

が

大

き

な

強

み

。

経

営

者

の

心

に

深

く

刺

さ

る

。

■

ア

イ

デ

ア

を

〝

可

視

化

〟

す

る

会

議

　

施

設

奥

の

ガ

ラ

ス

張

り

の

会

議

室

で

は

、

ひ

と

味

違

う

企

業

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

が

行

わ

れ

て

い

た

。

参

加

者

が

自

由

に

話

す

だ

け

で

、

Ａ

Ｉ

が

発

言

内

容

を

�

秒

ご

と

に

要

約

し

、

壁

に

デ

ジ

タ

ル

付

箋

が

パ

ッ

と

貼

り

つ

く

よ

う

に

現

れ

て

い

く

。

話

せ

ば

話

す

ほ

ど

ア

イ

デ

ア

が

形

を

成

し

、

議

論

が

立

体

的

に

深

ま

っ

て

い

く

。

そ

ん

な

〝

ク

リ

エ

ー

テ

ィ

ブ

な

会

議

体

験

〟

が

自

然

と

生

ま

れ

る

仕

掛

け

だ

。

　

こ

の

空

間

は

、

３

６

０

度

カ

メ

ラ

「

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ｈ

Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｔ

Ａ

」

で

撮

影

し

た

点

群

デ

ー

タ

を

も

と

に

維

持

管

理

に

最

適

に

デ

ー

タ

を

構

造

化

。

デ

ジ

タ

ル

ツ

イ

ン

と

し

て

再

現

す

る

。

１

５

０

点

以

上

の

固

定

資

産

情

報

に

タ

グ

付

け

す

る

こ

と

で

、

直

観

的

な

管

理

が

可

能

に

な

る

。

Ｗ

ｅ

ｂ

ブ

ラ

ウ

ザ

ー

で

３

Ｄ

表

示

・

閲

覧

で

き

る

。

棚

卸

し

の

作

業

時

間

を

大

幅

に

短

縮

。

誰

が

担

当

し

て

も

〝

再

現

性

の

高

い

仕

事

〟

へ

と

変

わ

っ

た

。

い

わ

ゆ

る

企

業

の

暗

黙

知

の

形

式

知

化

だ

。

建

物

や

設

備

管

理

な

ど

様

々

な

業

務

領

域

で

活

用

で

き

る

。

■

紙

ド

キ

ュ

メ

ン

ト

問

題

に

挑

む

　

も

う

一

つ

は

、

企

業

内

に

長

年

堆

積

し

て

き

た

紙

ド

キ

ュ

メ

ン

ト

の

問

題

だ

。

貴

重

な

経

営

資

源

で

あ

り

な

が

ら

、

そ

の

複

雑

さ

ゆ

え

に

デ

ジ

タ

ル

化

の

ハ

ー

ド

ル

が

高

い

。

菊

地

氏

は

「

統

合

報

告

書

一

つ

と

っ

て

も

文

字

、

画

像

、

グ

ラ

フ

、

年

表

が

絡

み

合

う

。

表

現

の

構

造

を

理

解

し

、

必

要

な

情

報

を

抽

出

し

て

再

編

す

る

。

そ

れ

が

企

業

独

自

Ａ

Ｉ

の

基

盤

知

に

な

り

ま

す

」

と

話

す

。

リ

コ

ー

は

国

の

国

内

生

成

Ａ

Ｉ

強

化

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

「

Ｇ

Ｅ

Ｎ

Ｉ

Ａ

Ｃ

」

に

採

択

さ

れ

、

こ

う

し

た

「

難

読

紙

ド

キ

ュ

メ

ン

ト

群

」

を

読

み

解

く

「

マ

ル

チ

モ

ー

ダ

ル

Ｌ

Ｌ

Ｍ

」

の

開

発

に

も

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

リ

コ

ー

が

掲

げ

る

三

本

柱

。

プ

ロ

セ

ス

オ

ー

ト

メ

ー

シ

ョ

ン

（

Ｐ

Ａ

）

、

ワ

ー

ク

プ

レ

イ

ス

エ

ク

ス

ペ

リ

エ

ン

ス

（

Ｗ

Ｅ

）

、

Ｉ

Ｔ

サ

ー

ビ

ス

・

Ｉ

Ｔ

基

盤

は

、

１

９

７

７

年

に

同

社

が

提

唱

し

た

「

Ｏ

Ａ

（

オ

フ

ィ

ス

オ

ー

ト

メ

ー

シ

ョ

ン

）

」

の

進

化

形

で

も

あ

る

。

Ａ

Ｉ

に

よ

っ

て

再

び

力

強

く

花

開

こ

う

と

し

て

い

る

。

　

菊

地

氏

は

最

後

に

こ

う

語

る

。

「

Ａ

Ｉ

で

業

務

を

減

ら

す

こ

と

自

体

が

目

的

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

生

ま

れ

た

余

白

を

い

か

に

創

造

的

な

活

動

に

生

か

す

か

で

す

」

。

リ

コ

ー

が

展

開

す

る

デ

ジ

タ

ル

サ

ー

ビ

ス

は

、

企

業

が

未

来

を

ひ

ら

く

原

動

力

に

な

る

。


